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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 45,481 4.0 4,856 25.1 4,954 17.9 2,837 125.3
23年3月期第1四半期 43,718 1.2 3,882 1.7 4,202 2.1 1,259 △48.3

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 2,640百万円 （111.3％） 23年3月期第1四半期 1,249百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 63.04 63.02
23年3月期第1四半期 27.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 156,738 99,429 63.4
23年3月期 152,566 97,453 63.8

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  99,379百万円 23年3月期  97,412百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
24年3月期 ―

24年3月期（予想） 15.00 ― 15.00 30.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 84,320 △0.4 5,514 △7.9 5,619 △14.3 3,106 26.8 69.00
通期 175,226 3.0 13,107 8.4 13,269 3.7 7,355 59.3 163.41



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想としましては、本日現在のデータに基づき作成したものであり、予想につきましては様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれら
の予想数値と異なる場合があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 47,911,023 株 23年3月期 47,911,023 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 2,898,574 株 23年3月期 2,898,499 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 45,012,505 株 23年3月期1Q 45,012,808 株
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当第1四半期連結累計期間（平成23年4月1日～平成23年6月30日）におけるわが国経済は、東日本大震

災直後の経済活動の混乱や停滞の状況から、寸断されたサプライチェーンは力強く復興活動が進み、個

人消費に関しても回復基調をたどるなど、徐々に落着きを取戻してまいりました。しかし、経済活動の

本格的な回復には至らず、復興財源をめぐる財政問題や長期的な電力の供給力懸念に加え、海外情勢の

先行き不安、円高の長期持続など、いくつもの課題を抱え、不透明な状態が続いております。 

 スポーツ用品販売業界においては、東日本大震災の影響によるスポーツイベントの中止やレジャーの

自粛といった厳しい環境でのスタートとなりました。しかし、一方で防災グッズや省電力対応などの新

たな需要が生まれるなど、個人消費の内容が大きく変化しました。  

 このような状況下、当社グループは、本社営業部門・商品部門経験スタッフを店舗へ配置することに

より、強みである地域マーチャンダイジングをさらに強力に推進するよう体制を整え、震災後の市場動

向、エリアごとの新たな市場ニーズに対応する様々な施策を迅速に実行いたしました。商品面では、被

災地を中心に、非常時に役立つアウトドア用品や生活必需品としてのトレーニングウェア、シューズの

品揃えを強化いたしました。また、被災した店舗の早期営業再開に努め、当該地域の方々に生活必需品

としての衣料品などを安定的に供給することに注力してまいりました。一方、首都圏や関西圏では、省

電力対策のクールビズ対応商品の展開を拡大し、大きく販売を伸ばしました。また、例年にない早い梅

雨明けに対応して盛夏商品を早期投入し、気温変動に合わせた商品展開を実践したことも、売上の増加

に寄与しました。これらにより、当第１四半期売上高は前年同期比で大きく伸長いたしました。  

 また、マーチャンダイジングの精度向上により、適時適価での販売、在庫の適正化も図られておりま

す。さらに、クールビズ対応商品として高機能素材「ドライプラス」を使用したポロシャツなど、高利

益率のプライベートブランド商品の販売が好調に推移いたしました。この結果、前年同期比で売上総利

益率を大幅に向上させるとともに、広告宣伝費を中心に販売管理費をコントロールし、着実に収益体質

の強化を進めております。  

 管理面では、リスク分散の見地から、郡山本社に集中する本部機能を見直し、東京オフィスにグルー

プ経営における業務を迅速に判断・執行できる体制を整え、さらに宇都宮オフィス（栃木県宇都宮市）

を新設し、本社機能の一部を移転いたしました。これによりグループ企業間コミュニケーションの円滑

化と、業務の見直しによる効率化の推進が図られました。物流面でもリスク分散を図り、関西物流セン

ターを強化することで、本宮物流センター（福島県本宮市）を補完できる体制を整えております。  

 出退店の状況につきましては、当第１四半期には西日本方面を中心として積極的な出店を継続し、ス

ーパースポーツゼビオを3店、ゴルフパートナー5店を出店いたしました。併せて、ヴィクトリアゴルフ

3店（ゼビオ㈱運営2店、㈱ヴィクトリア運営1店）、ネクスト1店、ゴルフパートナー１店の閉店を行い

ました。フェスティバルゴルフは2店舗を1店舗に売場面積を拡張する形で移転統合いたしました。これ

により当第１四半期末における店舗数はゼビオ㈱で147店舗となり、㈱ヴィクトリアの57店、㈱ゴルフ

パートナー直営店101店、㈱フェスティバルゴルフ4店を含めグループの総店舗数は309店舗となりまし

た。グループ合計の売場面積は前連結会計年度末に比べて1,672坪増加して139,387坪となりました。  

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間における連結業績は、売上高454億81百万円（前年同期比

4.0％増）、営業利益48億56百万円（前年同期比25.1％増）、経常利益49億54百万円（前年同期比

17.9％増）、四半期純利益28億37百万円（前年同期比125.3％増）となりました。  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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〔主なセグメント別の営業概況〕  

＜ゴルフ用品・用具部門＞  

 震災後におこった全国的なゴルファーのプレーの自粛、生活防衛意識からくる消費者の買い控えが、

クラブや小物の販売に大きく影響しました。こうした厳しい環境下、ゼビオ、ヴィクトリアのゴルフシ

ョップブランドのヴィクトリアゴルフへの統一を完了させ、ブランド知名度の向上とプロモーションの

効率化を図り、同時に個々の店舗に最適なマーチャンダイジングを実践してまいりました。これら施策

の推進に加えてゴルフプレー環境の戻りもあり、6月の販売は前年並みまで持ち直し、回復基調は鮮明

となっております。以上の結果、ゴルフ全体の売上高は前年同期比9.8％の減少となりました。 

＜アスレチックスポーツ、シューズ部門＞  

 サッカー用品では、前年に開催されたワールドカップ需要の反動はあったものの、ジュニアや部活生

など競技者向けのプロモーション・品揃えを強化することにより、販売を大きく伸ばしました。バスケ

ットボール用品でも、部活キャンペーンの実施により、販売は好調に推移しました。シューズ部門は、

ダイエットと筋力アップに効果がある機能性シューズ、ランニングブームによるランニングシューズの

販売が引き続き好調に推移したほか、復興に伴う生活必需品としての需要も後押しし、全体として好調

に推移いたしました。以上の結果、売上高は前年同期比4.7％の増加となりました。 

＜トレーニングウェア部門＞  

 トレーニングウェア部門では、地域ごとのニーズに応え、気温の変化に迅速に対応したマーチャンダ

イジングを実施いたしました。被災地では、寒さを凌ぐための防寒ウェアの需要の高まりに対応し、首

都圏や関西圏などでは、クールビズ対応商品としてポロシャツの品揃えを拡充させるなど、地域に合わ

せた商品展開を実施したことにより、それぞれ販売を伸ばしております。以上の結果、売上高は前年同

期比11.4％の増加となりました。 

＜アウトドア・その他部門＞  

 非常時に役立つ用品としてキャンプ用品やザックなどのトレッキング用品が、被災地を中心に全国的

に注目されるようになり、これらのニーズにエリアごとに迅速に対応し、災害需要を取り込むことで、

売上を大きく伸ばしました。また、近年参加人口が増加している登山者の目的や行先が多様化し、これ

らに対応するべくマーチャンダイジングの見直し、強化を実施いたしました。以上の結果より、アウト

ドア用品・その他部門売上高は前年同期比21.6％増加となりました。  

  

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ4,172百万円増加し156,738

百万円となりました。主な要因としては、受取手形及び売掛金の増加などにより前連結会計年度末に比

べ流動資産が4,045百万円増加し87,250百万円となったことによります。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債の部は、支払手形及び買掛金が増加したことなどにより前連結会

計年度末に比べ2,196百万円増加し57,308百万円となりました。また、純資産の部は、前連結会計年度

末に比べ利益剰余金が2,164百万円増加したことなどにより99,429百万円となりました。 

  

平成23年５月13日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,216 23,800

受取手形及び売掛金 9,170 11,982

有価証券 5,550 3,200

営業貸付金 2,469 2,393

商品 39,508 41,724

繰延税金資産 1,422 1,383

その他 3,303 3,257

貸倒引当金 △435 △491

流動資産合計 83,204 87,250

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 35,449 35,711

減価償却累計額 △20,479 △20,862

建物及び構築物（純額） 14,969 14,848

土地 15,004 15,206

リース資産 3,973 3,982

減価償却累計額 △1,144 △1,315

リース資産（純額） 2,828 2,666

建設仮勘定 356 615

その他 9,316 9,717

減価償却累計額 △7,155 △7,372

その他（純額） 2,160 2,345

有形固定資産合計 35,319 35,683

無形固定資産

のれん 5,003 4,901

ソフトウエア 2,948 2,859

その他 582 543

無形固定資産合計 8,533 8,304

投資その他の資産

投資有価証券 719 719

長期貸付金 106 102

繰延税金資産 2,499 2,441

差入保証金 7,336 7,156

敷金 11,362 11,618

投資不動産 5,705 5,586

減価償却累計額 △3,683 △3,579

投資不動産（純額） 2,022 2,007

その他 1,586 1,584

貸倒引当金 △125 △130

投資その他の資産合計 25,507 25,500

固定資産合計 69,361 69,487

資産合計 152,566 156,738
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 34,506 37,366

短期借入金 1,324 1,324

1年内返済予定の長期借入金 108 83

未払法人税等 2,253 1,949

賞与引当金 796 311

役員賞与引当金 15 15

ポイント引当金 1,662 1,656

その他 7,425 7,864

流動負債合計 48,091 50,570

固定負債

長期借入金 15 －

リース債務 2,778 2,559

繰延税金負債 116 116

退職給付引当金 246 249

役員退職慰労引当金 74 70

負ののれん 4 3

資産除去債務 2,637 2,667

その他 1,147 1,070

固定負債合計 7,020 6,738

負債合計 55,112 57,308

純資産の部

株主資本

資本金 15,935 15,935

資本剰余金 16,096 16,096

利益剰余金 70,402 72,566

自己株式 △5,162 △5,162

株主資本合計 97,272 99,436

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23 23

繰延ヘッジ損益 116 △80

その他の包括利益累計額合計 139 △57

新株予約権 41 50

純資産合計 97,453 99,429

負債純資産合計 152,566 156,738
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

 第１四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 43,718 45,481

売上原価 26,754 27,109

売上総利益 16,963 18,371

販売費及び一般管理費 13,081 13,514

営業利益 3,882 4,856

営業外収益

受取利息 28 29

受取配当金 9 6

不動産賃貸料 192 188

負ののれん償却額 216 0

その他 121 71

営業外収益合計 568 296

営業外費用

支払利息 6 4

不動産賃貸費用 236 189

その他 5 4

営業外費用合計 247 197

経常利益 4,202 4,954

特別利益

貸倒引当金戻入額 13 －

特別利益合計 13 －

特別損失

固定資産除却損 46 1

減損損失 102 －

店舗閉鎖損失 9 7

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,662 －

その他 111 9

特別損失合計 1,932 18

税金等調整前四半期純利益 2,283 4,936

法人税、住民税及び事業税 1,390 1,867

法人税等調整額 △366 230

法人税等合計 1,023 2,098

少数株主損益調整前四半期純利益 1,259 2,837

四半期純利益 1,259 2,837
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四半期連結包括利益計算書

 第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,259 2,837

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9 0

繰延ヘッジ損益 － △197

その他の包括利益合計 △9 △196

四半期包括利益 1,249 2,640

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,249 2,640

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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